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彙
　
報二

〇
一
二
年
度
　
修
士
論
文
題
目

鷲
見　

敦
子　

大
坂
に
お
け
る
天
明
期
施
行
の
実
態

―
享
保
・
天
保
期
と
の
比
較
か
ら
―

江
﨑　

綾
香　

ロ
ー
マ
元
首
政
の
確
立
と
ア
グ
リ
ッ
パ

織
田
め
ぐ
み　

東
晋
末
期
に
お
け
る
皇
権
と
相
権

―
「
昏
君
」
孝
武
帝
と
「
乱
相
」
司
馬
道
子
―

川
端
真
紀
子　

近
世
琵
琶
湖
に
お
け
る
漁
業
権
と
そ
の
論
理

木
村
せ
り
奈　

中
世
後
期
北
フ
ラ
ン
ス
及
び
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の

ワ
イ
ン
商
業　

―
エ
ノ
ー
地
方
を
中
心
に
―

堺　
　

弓
夏　

仏
教
の
受
容
と
古
代
王
権

政
木
明
日
美　

曹
魏
国
都
・
洛
陽

水
上　

知
美　

明
末
の
風
俗
と
奢
侈
肯
定
論

二
〇
一
二
年
度
　
大
学
院
行
事

研
究
発
表
会
・
そ
の
他

四
月
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五
日　

卒
業
論
文
発
表
会

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
王
権
・
家
族
・
教
育

　

―
寄
宿
学
校
・
コ
レ
ー
ジ
ュ
を
中
心
に
―

�

Ｍ
１　

丸
橋　

理
沙

六
、
七
世
紀
の
皇
室
の
二
大
系
統

　

―
支
援
勢
力
と
の
関
係
―�

Ｍ
１　

林
原
由
美
子

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ア
ッ
テ
ィ
カ
地
方
に
お
け
る
地
下
神
の
祭
儀

　

―
ゼ
ウ
ス
・
メ
イ
リ
キ
オ
ス
か
ら
見
る
ハ
デ
ス
―

�

Ｍ
１　

福
羽　

麻
実

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
の
王
権
と
神
官

　

―
マ
ネ
ト
ー
を
中
心
に
―�

Ｍ
１　

星
野　

宏
実

寺
内
構
造
か
ら
見
る
中
世
延
暦
寺
の
変
様

　

―
山
門
使
節
を
中
心
に
―�

Ｍ
１　

月
田　

琴
美

慈
覚
大
師
円
仁
将
来
目
録
三
種
の
考
察

　

―
将
来
物
と
そ
の
影
響
―�

Ｍ
１　

小
南　

沙
月

興
正
菩
薩
叡
尊
の
思
想
と
行
動

　

―
『
感
身
学
正
記
』
と
『
関
東
往
還
記
』
を
中
心
に
―

�

Ｍ
１　

竹
内　

公
美
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『
飢
餓
の
四
〇
年
代
』
の
想
起

　

―
関
税
論
争
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
国
民
意
識
―

�

Ｍ
１　

仲
村　

桐
子

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
と
イ
ギ
リ
ス
政
治�

Ｍ
１　

村
松　

知
香

四
月
二
十
五
日　

大
学
院
歓
迎
会
（
竹
取
の
宝
石
箱
に
て
）

七
月
十
三
日　

春
期
例
会

内
親
王
の
研
究
―
平
安
初
期
を
中
心
に
―�

Ｄ
１　

中
村
み
ど
り

共
生
へ
の
試
行
―
写
真
史
料
に
み
る
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　

活
動
と
社
会
階
層
性
―�

Ｄ
１　

半
澤　

典
子

十
月
十
九
日　

秋
期
例
会

中
国
の
南
北
朝
時
代
後
期
の
国
際
情
勢

　

―
西
魏
・
北
周
の
対
外
政
策
を
中
心
に
―

�

本
学
非
常
勤
講
師　

菅
沼　

愛
語

十
一
月
七
・
八
・
九
日　

修
士
論
文
中
間
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表
会

ロ
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マ
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政
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確
立
と
ア
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ッ
パ�

Ｍ
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香
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〟
孝
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〝
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Ｍ
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堺　
　

弓
夏

曹
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―
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と
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―�

Ｍ
２　

政
木
明
日
美

編
集
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『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
―
史
学
編
』
第
12
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

本
号
は
日
本
史
関
連
三
本
、
東
洋
史
関
連
二
本
の
都
合
五
本
の
論
考
を
得

て
、
内
容
・
分
量
と
も
に
重
量
感
の
あ
る
冊
子
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
御
投
稿
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
四
年
前
か
ら
連

載
中
の
小
谷
仲
男
先
生
と
菅
沼
愛
語
氏
に
よ
る
正
史
西
域
伝
の
訳
注
と
あ
わ

せ
て
、
ご
味
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
大
学
院
史
学
専
攻
の
在
籍
者
数
は
、
特
別
研
修
者
一
名
、

博
士
後
期
課
程
五
名
、
博
士
前
期
課
程
十
七
名
で
、
そ
の
内
訳
は
日
本
史

十
一
名
、
東
洋
史
四
名
、
西
洋
史
八
名
で
す
。
全
国
的
な
傾
向
と
は
い
え
、

東
洋
史
専
攻
の
院
生
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
昨
今
の
日
中
関
係
を
思
え
ば
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
史
学
専
攻
全
体
と
し
て
は
毎
年
順
調
に
一
定
数
の
入
学
生
を
迎

え
て
、
京
女
史
学
科
の
伝
統
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い

限
り
で
す
。

　

ひ
と
つ
残
念
な
こ
と
は
、
昨
年
ま
で
は
二
年
続
け
て
存
在
し
て
い
た
学
位

取
得
者
（
二
〇
一
〇
年
度
三
名
、
二
〇
一
一
年
度
一
名
）
が
、
本
年
度
は
ゼ

ロ
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
学
位
授
与
式
と
そ
の
後
に
行
わ
れ

る
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
で
、
史
学
科
の
教
員
、
院
生
と
も
ど
も
取
得
者
を

囲
ん
で
お
祝
い
を
す
る
機
会
も
、
本
年
度
は
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年

こ
そ
は
あ
の
晴
れ
の
場
で
、
再
び
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
も
の
で
す
。

　

歴
史
学
そ
の
も
の
の
存
在
価
値
が
問
わ
れ
て
い
る
昨
今
。
後
続
の
諸
姉
の

よ
り
一
層
の
頑
張
り
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
も
本
誌

を
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
力
作
の
ご
寄
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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子
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究
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学
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（
博
士
後
期
課
程
）

発
　
　　
行
　
京
都
女
子
大
学

　
　
　
　　
　
〒
六
〇
五
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八
五
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一

　
　
　
　
　　
京
都
市
東
山
区
今
熊
野
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日
吉
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三
五

　
　
　
　
　　
電
話
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│
五
三
一
│
七
〇
五
一
（
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表
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・
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本
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書
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〇
│
八
八
〇
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下
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電
話
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五
│
三
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九
一
二
一

京
都
女
子
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
研
究
紀
要

史
学
編
　第
十
二
号
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筆
者
紹
介
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み
ど
り
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り
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後
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後
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後
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特
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